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平
成
十
八
年
度

全
国
大
学
書
道
学
会
愛
知
大
会
　
報
告

愛
知
教
育
大
学
　
風
岡
　
正
明

平
成
十
八
年
度
全
国
大
学
書
道
三
学
会
は
、
十
月
二
日
〜
四
日
の
三
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
、
う
ち
当
学
会
は
最
終
日
の
四
日
に
本
年
度
の
総
会
、
及
び
研
究
発
表
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
学
会
会
員
に
よ
る
書
作
展
が
同
会
場
内
の
展
示
室
に

て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
予
定
通
り
に
進
行
し
、
研
究
発
表
も
午
前
二
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
三
件
、
午

後
一
会
場
で
三
件
の
計
九
件
の
発
表
が
順
調
に
進
め
ら
た
。
こ
れ
は
学
会
の
役
員
諸

氏
の
努
力
、
会
員
の
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
感
謝
し
て
い
る
。

会
員
書
作
展
は
、
設
備
の
関
係
で
壁
面
展
示
が
難
し
く
、
結
果
的
に
机
上
で
の
展

示
と
な
っ
た
。
作
品
規
格
は
半
切
の
三
分
の
一
と
、
大
き
さ
で
は
や
や
も
の
足
り
な

さ
を
感
じ
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
内
容
的
に
は
多
彩
で
充
実
し
た
展
覧
と
な
っ
た
。

出
品
点
数
が
例
年
に
比
べ
、
ま
た
会
員
数
の
割
に
は
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ

た
。会

場
は
名
古
屋
国
際
会
議
場
を
使
用
し
た
。
名
古
屋
駅
か
ら
交
通
の
便
が
良
く
設

備
も
よ
く
整
っ
て
い
て
参
加
者
の
評
判
も
上
々
で
あ
っ
た
。
難
点
は
使
用
料
が
安
く

は
な
い
こ
と
。
大
学
の
設
備
を
利
用
す
れ
ば
そ
の
点
は
解
消
さ
れ
、
し
か
も
何
か
と

便
利
で
あ
る
が
、
地
理
的
に
宿
泊
の
面
で
不
安
が
あ
っ
た
。
学
会
は
大
学
で
開
催
す

る
の
が
原
則
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
理
由
で
や
む
な
く
学
外
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

記
念
講
演
は
地
元
で
適
任
者
を
推
薦
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
交
渉
の
結
果
、

徳
川
美
術
館
企
画
情
報
部
長
の
四
辻
秀
紀
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
平
安

時
代
の
仮
名
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
員
外
の
地
元
の
教
員
や
書
道
愛
好
者
多
数
の
参
加

を
得
て
盛
会
で
あ
っ
た
。

開
催
に
向
け
て
一
年
以
上
も
前
か
ら
役
員
・
事
務
局
の
方
々
と
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
、
万
全
を
期
し
た
つ

も
り
で
も
何
か
と
至
ら

ぬ
点
も
多
々
あ
っ
た
こ

と
と
思
う
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
詫
び
し
た

い
。
細
々
と
し
た
事
務

的
な
準
備
は
、
過
去
の

開
催
大
学
の
記
録
が
大

い
に
参
考
に
な
り
、
有

り
難
か
っ
た
。
な
お
、

会
員
書
作
展
の
作
品
締

め
切
り
、
事
前
の
参
加

申
し
込
み
な
ど
、
期
日

に
間
に
合
わ
な
い
の
が

予
想
外
に
多
く
、
開
催

校
と
し
て
は
心
配
も
し

困
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
会
員
の
協
力

を
切
に
お
願
い
し
た
い
。

全
国
大
学
書
道
学
会

会

　

　
報

５
平成19年（2007）

３月31日発行

全国大学書道学会

会員作品展



第５号 平成１９年 3月31日

2

大会受付
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発表風景

発表に聴き入る会員

開催大学による閉会の言葉



③
よ
ろ
づ
の
事
、
む
か
し
に
は
劣
り
ざ
ま
に
、
浅
く
な
り
ゆ
く
、
世
の
末
な
れ
ど
、
仮

名
の
み
な
ん
、
今
の
世
は
、
い
と
際
な
く
、
か
し
こ
く
な
り
に
た
る
。
ふ
る
き
跡
は
、

さ
だ
ま
れ
る
や
う
に
は
あ
れ
ど
、
ひ
ろ
き
心
、
ゆ
た
か
な
ら
ず
、
一
筋
に
か
よ
ひ
て

な
ん
あ
り
け
る
。

【『
源
氏
物
語
』
梅
枝
】

④
今
日
両
院
御
経
為
調
巻
下
給
、
院
紫
青
相
交
料
紙
（
中
略
）
女
院
色
々
斑
染
帋
、
仁

和
寺
兄
宮
書
給
、（
中
略
）
院
御
経
水
精
花
軸
金
伏
輪
、
唐
草
金
、
表
紙
配
付
紫
青

斑
羅
上
下
表
紙
給
、
以
銀
堀
物
廻
付
上
下
事
、
非
本
意
細
工
、
共
表
紙
短
、
仍
忽
廻

此
案
、
復
見
如
兼
結
構
、
紐
丸
組
也
、
琥
魄
露
金
笠
、
青
如
細
剱
目
貫
、（
中
略
）

女
院
銀
堀
物
、
外
題
如
寺
額
、
軸
携
水
精
、
立
金
蓮
花
廿
子
料
、
経
白
紙
面
銀
地
薄
、

裏
以
黄
金
唐
草

【『
長
秋
記
』
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
九
月
二
十
九
日
】

⑤
法
皇
御
時
初
出
来
事
、（
中
略
）
天
下
過
差
遂
日
倍
増
、
金
銀
錦
繍
成
下
女
装
束
事
、

【『
中
右
記
』
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
七
月
十
八
日
】

⑥
或
人
談
云
、
本
院
年
来
御
善
根
、
絵
像
五
千
四
百
七
十
余
体
、
生
丈
仏
五
体
、
丈
六

百
廿
七
体
、
半
丈
六
六
体
、
等
身
　
三
千
百
五
十
体
、
三
尺
以
下
二
千
九
百
卅
余
体
、

七
（
堂
歟
）
宇
塔
二
十
一
基
、
小
塔
四
十
四
万
六
千
六
百
卅
余
基
、
金
泥
一
切
経
書

写
、
此
外
秘
法
修
善
千
万
壇
、
不
知
其
数
、

【『
中
右
記
』
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
七
月
十
五
日
】
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【
大
会
記
念
講
演
】

本
学
会
で
は
、
大
会
記
念
講
演
と
し
て
徳
川
美
術
館
企
画
情
報
部
長
の
四
辻

秀
紀
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
演
題
は
「
平
安
時
代
の
仮
名

―
書
風
と
料
紙
の
変
遷
―
」、
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
の
美
の
世
界
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
解
説
さ
れ
た
も
の
で
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。
当
日

配
布
さ
れ
た
資
料
の
一
部
を
掲
載
し
、
報
告
と
し
た
い
。

「
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
の
美
の
世
界
」

徳
川
美
術
館
　
企
画
情
報
部
部
長
　
四
辻
　
秀
紀

①
道
風
以
後
、
又
野
跡
の
風
也
。
行
成
卿
は
道
風
が
跡
を
写
す
と
い
へ
ど
も
、
聊
わ
が

様
を
書
出
せ
り
。
其
後
は
一
条
院
の
御
代
よ
り
こ
の
か
た
、
白
川
（
河
）
・
鳥
羽
の

時
代
ま
で
、
能
書
非
能
書
も
皆
行
成
が
風
体
也
。
法
性
寺
関
白
出
現
之
後
、
天
下

一
向
此
様
に
成
て
、
後
白
河
以
来
時
分
如

【『
入
木
抄
』】

②
青
き
色
紙
一
重
ね
に
、
い
と
草
が
ち
に
、
い
か
れ
る
手
の
、
そ
の
筋
と
も
見
え
ず
漂

ひ
た
る
書
き
ざ
ま
も
、
下
長
に
、
わ
り
な
く
ゆ
ゑ
ば
め
り
。
く
だ
り
の
ほ
ど
、
端
ざ

ま
に
筋
か
ひ
て
、
た
ふ
れ
ぬ
べ
く
見
ゆ
る
を

【『
源
氏
物
語
』
常
夏
】
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⑦
色
々
之
色
紙
下
絵
、
左
方
女
絵
、
右
方
男
絵
、
皆
書
歌
情
歟
、
美
麗
過
差
無
極

【『
中
右
記
』
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
八
月
十
九
日
】

⑧
御
調
度
御
装
束
金
銀
錦
繍
、
風
流
過
差
不
可
記

【『
中
右
記
』
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
十
月
三
日
】

⑨
経
書
、
其
料
紙
、
内
府
詩
清
書
、
数
多
相
積
、
以
件
料
紙
裏
書
之
、
香
染
之
風
流
停

止
之

【『
玉
葉
』
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
四
月
八
日
】

本
願
寺
本
〈
三
十
六
人
家
集
〉
は
藤
原
公
任

ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う
の
撰
に
な
る
『
三
十
六
人
撰
』
に
選
ば

れ
た
三
十
六
人
の
歌
人
の
家
集
の
最
古
本
で
、
天
永
て
ん
え
い

三
年
（
一
一
一
二
）
三
月
に
催
さ

れ
た
白
河
法
皇

し
ら
か
わ
ほ
う
お
う

の
六
十
賀
の
後ご

宴え
ん

に
際
し
て
の
贈
物
と
し
て
調
進

ち
ょ
う
し
ん
さ
れ
た
調
度
ち
ょ
う
ど

手
本
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
代
々
天
皇
家
に
伝
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
天
文
て
ん
ぶ
ん

十
八

年
（
一
五
四
九
）
に
後ご

奈な

良ら

天
皇
か
ら
本
願
寺
第
十
世
の
証
如

し
ょ
う
に
ょ

上
人
に
下か

賜し

さ
れ
て
以

降
、
同
寺
に
伝
来
し
た
。

も
と
は
三
十
九
帖
一い
ち

具ぐ

で
あ
っ
た
が
、「
兼
輔
か
ね
す
け

集
」
は
鎌
倉
時
代
の
、「
人
麿
ひ
と
ま
ろ

集
」
上

下
、「
業
平
な
り
ひ
ら

集
」「
小こ

町ま
ち

集
」
の
四
帖
は
寛
文
か
ん
ぶ
ん

二
年
（
一
六
六
二
）
の
補
写
に
な
り
、
さ

ら
に
「
貫
之
つ
ら
ゆ
き

集
」
下
及
び
「
伊い

勢せ

集
」
は
昭
和
四
年
に
分
割
さ
れ
、
本
願
寺
が
も
と
あ

っ
た
摂せ
っ

津つ

の
石
山
（
現
在
の
大
阪
城
付
近
）
に
因
ん
で
「
石
山
切

い
し
や
ま
ぎ
れ

」
と
名
付
け
ら
れ
て

諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
制
作
当
初
の
冊さ
っ

子し

は
三
十
二
帖
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
早

く
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
「
人
麿
集
」
の
断
簡
二
葉
が
「
室
町
切

む
ろ
ま
ち
ぎ
れ

」、「
業
平
集
」
の
断

簡
が
「
尾お

形
切
が
た
ぎ
れ

」
と
し
て
現
存
し
、「
順
し
た
が
う集
」
か
ら
流
出
し
た
一
部
断
簡
が
「
岡
寺
切

お
か
で
ら
ぎ
れ

」

「
糟
色
紙

か
す
い
ろ
が
み

」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

各
帖
は
、
当
時
の
能
書
の
う
し
ょ

を
は
じ
め
と
す
る
二
十
名
の
分
筆
書
写
に
な
る
と
さ
れ
、
次

の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

第
一
筆
「
人
麿
集
」
上
下
「
貫
之
集
」
上

第
二
筆
「
貫
之
集
」
下
「
順
集
」「
中
務

な
か
つ
か
さ
集
」

第
三
筆
「
躬み

恒つ
ね

集
」

第
四
筆
「
伊
勢
集
」「
友
則
と
も
の
り

集
」「
斎
宮
女
御

さ
い
ぐ
う
に
よ
う
ご

集
」

第
五
筆
「
家
持
や
か
も
ち

集
」「
能
宣
よ
し
の
ぶ

集
」
上
下

第
六
筆
「
赤
人
あ
か
ひ
と

集
」「
小
町
集
」（
推
定
）

第
七
筆
「
業
平
集
」「
素そ

性せ
い

集
」「
兼
輔
集
」（
推
定
）

第
八
筆
「
遍
照

へ
ん
じ
ょ
う
集
」「
頼
基
よ
り
も
と

集
」「
敏
行
と
し
ゆ
き

集
」

第
九
筆
「
猿
丸
さ
る
ま
る

集
」「
敦
忠
あ
つ
た
だ

集
」「
是
則
こ
れ
の
り

集
」

第
十
筆
「
朝
忠
あ
さ
た
だ

集
」「
公
忠
き
ん
た
だ

集
」

第
十
一
筆
「
高
光
た
か
み
つ

集
」「
仲
文
な
か
ふ
み

集
」

第
十
二
筆
「
忠
岑
た
だ
み
ね

集
」

第
十
三
筆
「
重
之
し
げ
ゆ
き

集
」「
清
正
き
よ
ま
さ

集
」

第
十
四
筆
「
宗
于
む
ね
ゆ
き

集
「
小こ

大
君
お
お
ぎ
み

集
」

第
十
五
筆
「
信
明

さ
ね
あ
き
ら
集
」
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第
十
六
筆
「
興
風
お
き
か
ぜ

集
」

第
十
七
筆
「
元
輔
も
と
す
け

集
」

第
十
八
筆
「
元
真
も
と
ざ
ね

集
」

第
十
九
筆
「
忠た
だ

見み

集
」

第
二
十
筆
「
兼
盛
か
ね
も
り

集
」

こ
の
う
ち
第
一
筆
は
、
同
筆
と
み
ら
れ
る
遺
品
と
し
て
『
巻か
ん

子す

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

和わ

歌か

集
し
ゅ
う
』（
東

京
・
大
倉
文
化
財
団
ほ
か
蔵
）、『
元
永
げ
ん
え
い

本
古
今
和
歌
集
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど

が
あ
り
、
筆
者
を
世せ

尊そ
ん

寺じ

第
四
世
の
藤
原
定
実
さ
だ
ざ
ね

に
当
て
て
考
え
る
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
筆
は
小
野
道
風
み
ち
か
ぜ

筆
『
�
風
び
ょ
う
ぶ

土ど

代だ
い

』（
御
物
ぎ
よ
ぶ
つ

）
や
藤
原
行
成
ゆ
き
な
り

筆
『
白は
く

氏し

詩し

巻か
ん

』（
御
物
）

に
記
さ
れ
た
藤
原
定
信
（
定
実
の
子
）
の
跋ば
つ

語ご

と
同
筆
で
、
定
信
の
手
に
な
る
と
み
な

さ
れ
る
。
ま
た
第
三
筆
は
、
宮
内
庁
本
「
躬
恒
集
」
の
識
語
に
よ
っ
て
、
白
河
院
の

女
御
に
よ
う
ご

で
あ
っ
た
藤
原
道ど
う

子し

の
筆
蹟
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
第
五
筆
は

『
元
暦

げ
ん
り
ゃ
く
校
本
万
葉
集
』
巻
第
十
九
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
、
第
十
三
筆
は
「
堺
色
紙
」

「
大
色
紙

お
お
い
ろ
が
み

」
な
ど
と
同
筆
で
あ
る
が
、
筆
者
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ

も
白
河
法
皇
周
辺
の
能
書
に
よ
る
と
み
ら
れ
、
当
時
の
円
熟
し
た
書
芸
の
姿
を
つ
ぶ
さ

に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
〈
三
十
六
人
家
集
〉
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
工
芸
技
術
の
粋
を
尽

し
た
華
麗
な
料
紙
で
あ
る
。
六
十
余
種
に
も
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
を
刷
り
出
し
た

唐
紙
か
ら
か
み

や
打
雲
う
ち
ぐ
も

紙
、
羅ら

文も
ん

紙
、
陸
奥

み
ち
の
く
に

紙
、
紙
屋
紙
、
あ
る
い
は
漬
染
つ
け
ぞ
め

・
漉す

き
か
け
・
引
染
ひ
き
ぞ
め

な
ど
の
技
法
で
染
め
ら
れ
た
染
め
紙
や
紫
・
紅
・
茶
の
村む
ら

濃ご

染
め
や
隈く
ま

ぼ
か
し
の
紙
、

墨
流
し
を
施
し
た
紙
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
金
銀
の
砂す
な

子ご

や
切
箔
き
り
は
く

・
野の

毛げ

な
ど
が
散
ら
さ
れ
、
金
銀
泥

き
ん
ぎ
ん
で
い

や
群
青

ぐ
ん
じ
ょ
う

・
緑
青

ろ
く
し
ょ
う
な
ど
で
蝶
鳥
や
松
・
梅
・
柳
・
桜
・
藤
・

柑
子
こ
う
じ

・
薄
す
す
き

・
女
郎
花

お
み
な
え
し

・
紅
葉
を
は
じ
め
と
す
る
四
季
の
草
花
の
折
枝
文
様
が
描
か
れ
て

装
飾
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
時
に
は
「
能
宣
集
」
上
の
巻
頭
の
、
春
の
景
物
で
あ
る
梅

と
片
輪
車
に
秋
の
薄
を
一
画
面
の
中
に
配
し
た
図
や
「
重
之
集
」
巻
末
に
描
か
れ
た
葦あ
し

と
舟
、
あ
る
い
は
「
元
真
集
」
の
竹
に
群
れ
遊
ぶ
雀
の
図
の
よ
う
に
抒
情
性
ゆ
た
か
な

絵
画
が
下
絵
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
特
に
色
調
や
装
飾
を
違
え
た
数
種
類
の

紙
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
継
紙
つ
ぎ
が
み

は
、〈
三
十
六
人
家
集
〉
の
料
紙
装
飾
の
中
で
も
傑
出
し
た
手

法
で
あ
る
。
鋭
い
刃
で
直
線
に
切
っ
た
紙
を
継
ぎ
合
わ
せ
た
「
切
り
継
ぎ
」、
鈍
刀
ど
ん
と
う

で
切

口
を
破
り
裂
い
た
よ
う
に
切
っ
て
継
ぐ
「
破
り
継
ぎ
」、
濃
淡
に
染
め
分
け
た
薄
様
う
す
よ
う

五
枚

を
重
ね
て
同
時
に
切
り
、
そ
の

切
り
口
を
少
し
ず
つ
ず
ら
せ
て

切
口
の
部
分
を
糊
付
け
に
し
た

「
重
ね
継
ぎ
」
な
ど
の
手
法
が
あ

る
。そ

の
意
匠
の
奇
抜
さ
や
華
麗

さ
は
他
に
類
例
が
な
く
、
優
美

な
連
綿
れ
ん
め
ん

の
仮か

名な

と
あ
い
ま
っ
て
、

十
二
世
紀
初
頭
に
お
け
る
宮
廷

の
人
々
の
「
過か

差さ

美び

麗れ
い

」
極
ま

り
な
い
美
の
世
界
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

単
色
28

第
58
図

第
57
図

単
色
21

大会記念講演
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平成18年度　全国大学書道学会　愛知大会　次第

9：10 受　付

9：30 閉会式／総会

10：30 研究発表（1） ＊２分科会

【第１会場（３階234会議室）】（３件） 司会　鶴田　一雄（新潟大学）

【第２会場（３階231会議室）】（３件） 司会　竹之内裕章（佐賀大学）

発表１　10：30～11：00

発表２　11：00～11：30

発表３　11：30～12：00

12：00 昼　食

13：00 大会記念講演　（第１会場　３階234会議室）

演　題　「平安時代の仮名　─書風と料紙の変遷」

講　師　　四辻　秀紀 先生（徳川美術館 企画情報部部長）

14：30 研究発表（2）

【第１会場（３階234会議室）】（３件） 司会　大橋　修一（埼玉大学）

発表１　14：30～15：00

発表２　15：00～15：30

発表３　15：30～16：00

16：00 分科会報告 研究発表（１）各分科会司会者

16：20 閉会の言葉 大学書道学会 平形　精一（静岡大学）

開催大学 風岡　正明（愛知教育大学）

１．開会の言葉 野中　浩俊（新潟大学）

２．会場校挨拶　 愛知教育大学 理事 鈴木　眞雄

３．会長挨拶 小木　良一（東京学芸大学名誉教授）

＊議長選出 大橋　修一（埼玉大学）

４．議事

１）平成17年度事業報告 石井　　健（東京学芸大学）

２）平成17年度決算報告 柿木原くみ（相模女子大学）

３）平成17年度監査報告 大橋　修一（埼玉大学）

４）平成18年度事業計画（案） 石井　　健（東京学芸大学）

５）平成18年度予算（案） 柿木原くみ（相模女子大学）

６）役員の補充について 野中　浩俊（新潟大学）

７）その他

５．その他

１）研究紀要について 横田　恭三（跡見学園女子大学）

２）東洋学・アジア研究連絡協議会について 横田　恭三（跡見学園女子大学）

３）年次度開催大学挨拶 長沼　雅彦（秋田大学）

４）新入会員紹介 事務局

５）その他

６．閉会の言葉 東　　國恵（徳島大学名誉教授）

第５号平成１９年 3月31日
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研　究　発　表
平成18年度　愛知大会　発表題目および発表者

〈研究発表１〉

第１会場

１．九成宮醴泉銘における黄金比の存在

愛知教育大学大学院／愛知教育大学附属高等学校教諭 加藤眞太朗

２．弘文館を通して見た初唐の書の実相について

東京学芸大学大学院 徳泉　さち

３．北魏孝文帝の漢化政策と書文化について

東京学芸大学助教授 橋本　栄一　

第２会場

１．墓誌変遷考

新潟大学大学院 坂井　昭彦

２．「伝西行筆」の古筆の享受　─伝西行筆の書状について─

広島大学大学院 塩出智代美

３．亀田鵬齋を中心とする近世文苑　─良寛との接点など

新潟大学助教授 岡村　　浩

〈研究発表2〉

第１会場

１．墓誌銘に見られる特殊な数字と処士について

愛媛大学助教授 東　　賢司

２．上藍天中の書風について

尚絅大学助教授 久多見　健

３．楷書の発生　─東牌楼出土簡牘からみた後漢晩期の楷書書法

跡見学園女子大学助教授 横田　恭三

第５号 平成１９年 3月31日
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平成17年度　全国大学書道学会　事業報告

（平成17年）
３月31日 常任幹事会／三学会合同役員会〔平成17年度（千葉）大会について〕
４月中～下旬 千葉大会要項（第１次）作成
４月29日 千葉大会要項（第１次）、会員書作展出品要項、紀要、会報、会員書作展図録、

会員、会費払込用紙等発送
６月中旬 会員名簿整理
６月15日 千葉大会研究発表応募締切日
６月中～下旬 研究発表採否確認
７月３日 常任幹事会（千葉大会、研究発表者及び発表順、会場設定、総会議事案、役員改選、

東洋学・アジア研究連絡協議会等について）／三学会合同役員会
７月上旬 千葉大会研究発表採否通知
７月25日 会員書作展作品送付締切日
７月31日 千葉大会要項（第２次）、発表要旨集送付
９月20日 幹事会（千葉大会総会議事の検討）
９月21日 平成17年度千葉大会（総会、研究発表、講演）
９月22日 三学会合同懇親会
９月21～23日 平成17年度会員書作展
９月下～11月上旬 研究発表論文査読

（平成18年）
１月～２月 紀要編集
２月18日 常任幹事会／三学会合同役員会（千葉大会反省、18年度愛知大会について）

平成17年度　全国大学書道学会　決算報告

Ａ・〔収入の部〕
１）平成16年度繰越金 …………………………………………………………………………… 1,937,513円
２）平成17年度会費（183名）…………………………………………………………………… 1,314,000円

合　計（Ａ） 3,251,513円

Ｂ・〔支出の部〕
１）千葉大会運営費（含む講師謝礼）……………………………………………………………… 270,000円
２）幹事会費 ………………………………………………………………………………………… 373,457円
３）通信費 …………………………………………………………………………………………… 189,070円
４）会員書作展図録作成費 ………………………………………………………………………… 360,000円
５）研究紀要作成費 ………………………………………………………………………………… 336,000円
６）事務費 …………………………………………………………………………………………… 67,444円
７）予備費（弔電１件）……………………………………………………………………………… 4,462円

合　計（Ｂ） 1,600,433円

（Ａ）総収入－（Ｂ）総支出＝ 残　高
3,251,513 － 1,600,433 ＝ 1,651,080 円（次年度繰越金）

上記の通り報告いたします。
平成18年５月20日 事務局会計担当 柿木原くみ

以上相違ありません。
平成18年５月28日 監　　　　　事 前田舜次郎

第５号平成１９年 3月31日



平成18年度　全国大学書道学会　事業計画

（平成18年）
４月15日 常任幹事会／三学会合同役員会（平成18年度愛知大会について）
４月中～下旬 愛知大会要項作成
５月30日 愛知大会要項（第1次）、会員書作展出品要項、紀要、会報、会員書作展図録、会員票、

会費払込用紙 等 発送
６月中旬 会員名簿整理開始
６月28日 愛知大会研究発表応募締切日
７月初～中旬 研究発表採否確認
７月15日 常任幹事会（愛知大会、研究発表者及び発表順、会場設定、総会議事案、役員補充日本

学術会議東洋学研連の活動 等 について）／三学会合同役員会
７月31日 会員書作展作品送付締切日
８月上旬 研究発表採否通知
８月31日 愛知大会要項（第２次）、発表要旨集送付
10月２日 幹事会（愛知大会総会議事検討）
10月３日 書道三学会合同懇親会
10月４日 平成18年度愛知大会（総会、研究発表、講演）
10月２日～４日 平成18年度会員書作展
10月下～11月上旬 研究発表論文査読

（平成19年）
１月～２月 紀要編集
３月10日 常任幹事会／三学会合同役員会（愛知大会反省、19年度秋田大会について）

平成18年度　全国大学書道学会　予算

Ａ・〔収入の部〕
１）平成17年度繰越金 …………………………………………………………………………… 1,650,880円
２）平成18年度会費（190名）…………………………………………………………………… 1,140,000円

合　計（Ａ） 2,790,880円

Ｂ・〔支出の部〕
１）愛知大会運営費（含む講師謝礼）……………………………………………………………… 300,000円
２）幹事会費 ………………………………………………………………………………………… 500,000円
３）通信費 …………………………………………………………………………………………… 250,000円
４）印刷費
会員書作展図録 ………………………………………………………………………………… 360,000円
研究紀要 ………………………………………………………………………………………… 400,000円
封　筒 …………………………………………………………………………………………… 100,000円

５）事務費（事務補助費、会費払込手数料を含む）…………………………………………… 100,000円
６）予備費 ………………………………………………………………………………………… 780,880円

合　計（Ｂ） 2,790,880円
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新
入
会
員

海
野
　
正
治
　
　
了
徳
寺
大
学
客
員
教
授

長
沼
　
雅
彦
　
　
秋
田
大
学
教
授

森
　
　
常
雄
　
　
立
正
大
学
非
常
勤
講
師

細
谷
菜
穂
子
　
　
了
徳
寺
大
学
客
員
教
授

岡
田
　
薪
子
　
　
武
庫
川
女
子
大
学
副
手

加
藤
眞
太
朗
　
　
愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭

樋
口
　
咲
子
　
　
千
葉
大
学
助
教
授

小
林
比
出
代
　
　
松
本
深
志
高
校
教
諭

谷
口
　
邦
彦
　
　
安
田
女
子
大
学
助
教
授

萩
　
　
信
雄
　
　
安
田
女
子
大
学
助
教
授

湯
澤
　
　
聡
　
　
安
田
女
子
大
学
助
教
授

大
平
　
玲
華
　
　
了
徳
寺
大
学
客
員
教
授

平
成
十
八
年
度
　
全
国
大
学
書
道
学
会

新
入
準
会
員

小
原
み
ど
り
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

本
田
　
容
子
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

平
原
　
温
子
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

清
水
　
文
博
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

柳
田
さ
や
か
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

相
川
　
匡
也
　
　
東
京
学
芸
大
学
大
学
院

秋
元
　
正
成
　
　
福
岡
教
育
大
学
大
学
院

八
長
　
康
晴
　
　
上
越
教
育
大
学
大
学
院

伊
澤
　
　
遵
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

馬
場
　
隆
徳
　
　
新
潟
大
学
大
学
院

退
会
申
出
者

加
藤
　
豊
仭
　
　
佐
藤
　
晃
弘

宮
川
ち
え
子
　
　
福
井
　
有
香

中
村
　
重
勝
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新入会員推薦のお願い

会員の先生から、新入会員・準会員をご推薦いただき、さらに本会の充実を図りたいと考えております。

「規約」と「新入会員用会員原票（入会申込書）」をとじておきましたので、よろしくお願いいたします。

※「新入会員用会員原票（入会申込書）」に記入の上、事務局（下記所在地）まで郵送してください。

※年会費は、会員6,000円・準会員5,000円です。なお、大学院修了後は、会員の資格として扱います。

送金は、必ず郵便振替（青色用紙）でお願いします。（用紙の通信欄に、「新入会員」もしくは「新

入準会員」と明記してください。）振込先は下記の通りです。

■口座番号　00110－9－613810 ■加入者名　全国大学書道学会

〈事務局〉〒184－8501 東京都小金井市貫井北町4－1－1

東京学芸大学　教育学部　　美術・書道講座

石井　健 研究室内　　　　 TEL/FAX 042－329－7611

全 国 大 学 書 道 学 会
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全国大学書道学会　新入会員（準会員）用会員原票（入会申込書）

〔 会員・準会員 〕どちらかに○

郵便番号　〒　　　　―

住所（自宅）

会員番号　※　　　　　　―

＊事務局［会計担当］相模女子大学  柿木原くみ  宛  郵送願います。

帰省先（大学院生のみ記入）〒　　　　―

電話 （自宅）　　　　　（　　　）
FAX （自宅）　　　　　（　　　）

電話 （所属機関）　　　　　（　　　）

推薦者（会員）氏名

推薦理由

本会規約第２条に定めた資格（国公私立大学・短期大学・付属学校・専門学校の書道担当教員、及び元会員）に該当する方は、

推薦者及び推薦理由の記入は不要です。

＊ご記入いただいた住所・氏名等の情報は、本学会事務のために利用し、そのほかの目的では

　利用しません。

FAX （所属機関）　　　　　（　　　）

e-mail

所属機関

所在地（所属機関）　〒　　　　―

名称

名誉教授　教授　准教授　専任講師　助教・助手　非常勤講師　教諭

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

準会員：大学院　博士課程　修士課程

ふりがな

氏　名 雅号

自宅・勤務先




